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⃝ 支部の活動報告
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平成27年度第37回通常総会を開催平成27年度第37回通常総会を開催平成27年度第37回通常総会を開催
　第37回通常総会が去る５月22日、ホテル青森「善知鳥の間」で開催された。

　当日は、会員204名のうち41名出席（他委任状提出118名計159名）された。

　司会は弘前支部油川常務理事が担当、髙地副会長の開会宣言によりはじまり、前回以後に亡

くなられた６名の会員に黙祷を捧げたあと、ご来賓の皆様からご祝辞をいただいた。議事に先

立ち議長に十和田支部山岸孝行氏、副議長に五所川原支部山崎博見氏を、議事録署名人に青森

支部葛西一栄氏と五所川原支部川口大輔氏を選任した。

　議事に入り、第１号議案から第５号議案は提案どおり承認された。

　そのあと、役員改選に入り青森支部葛西一美会長以下の役員を選任し閉会した。

右：議長　山岸孝行 氏　左：副議長　山崎博見 氏

友藤智朗 労働局長

総会の様子

山本暁 連合会副会長

田名邉收 氏

総会の様子
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　皆様、お忙しいところ今年度の通常総会に出席いただき、本当にありがと

うございます。

　遠い所の皆さんは、朝早くからでかけられたと思います。本日は、青森労

働局長様、大変お忙しい職務のところおいでいただき有り難うございます。また、連合会副会長

の山本様にもおいでいただき有り難うございます。

　昨年は大変忙しい年であり、「街角の年金相談センター」を設置し、年金相談を両銀行の支援

を受けて計画したところ、皆さんのご協力で全て実施し終了しました。特に、全ての年金事務所

に配置し年金相談をしている社労士の支援は大きいものでした。

　次に、労働局の関係では、「医療労務管理相談コーナー」を設置し、休日以外毎日対応しました。

また、県の労政・能力開発課からの事業については、１年間職員を一人採用し、社労士の方に頑

張っていただきました。来月も、新事業を受託する予定であり、自分の勉強にもなる事ですから、

ご協力をお願いしたいと思います。

　研修については、１年に12回の計画をたて実行しています。県会の研修、倫理研修、東北・北

海道の研修等、毎月参加していただき、有り難く思っております。また、社労士会労働紛争解決

センター（ADR）の早期実現も、今年こそはの思いで進めていきたいと考えております。

　次に大学院の関係では、弘前大学の修士課程を修了した人は、恩返しとして、学生に対する授

業を持っており、これには、今まで90名以上の学生が受講し盛況でありました。これら学生の中

から、男一人、女一人監督官に合格しており、今後さらに効果が出てくるだろうと思っております。

マイナンバー制度についても、準備体制を整え木目細かにやっていきたいと考えています。

　今年も、忙しい年ですが、役員フル回転で行動しているものの、会員の皆さんの協力なくして

は成立しないので、ぜひ新年度も事業、研修にご協力をお願いしたいと思います。また、事業展

開のためには、行政の支援・協力・指導が必須であり、行政に協力できるものは協力して、この

１年を頑張っていくつもりです。最後に、「使用者賠償責任保険制度」は26年度は加入目標を達

成しました。新年度も加入できる事業所には加入促進していただきたいと思っております。

　本日は、総会を通して、より良い組織・団体を目指したいと思っておりますので、ご協力よろ

しくお願い申し上げまして、ご挨拶といたします。

青森県社会保険労務士会
会長  葛西一美

● ● ● ●　会長あいさつ　● ● ● ●
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　本日ここに、青森県社会保険労務士会平成27年度通常総会が盛大に開催されますことを心から
お祝い申し上げます。
　また、葛西会長並びに役員をはじめ会員の皆様方には、日頃より、連合会の会務運営に多大な
るご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　はじめに、第８次法改正につきましては、会員の皆様方並びに全国社会保険労務士政治連盟の

会  長　大　西　健　造会  長　大　西　健　造

　青森労働局長の友藤でございます。本日は青森県社会保険労務士会第37回通常総会が盛大に開
催されますこと、心からお祝い申し上げます。また、日頃より葛西会長はじめ社会保険労務士会
の皆様には、労働行政の推進にあたりまして、格別のご理解を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、青森県の雇用情勢ですが、県内の３月の有効求人倍率が0.81倍と過去６番目に高い水準
となっております。全国平均が1.15倍で、まだまだ下回っている状況ですが、幅広い業種で改善
となっております。これは労働局としても好機ととらえており、質の高い人材確保へ向けて働き
やすい魅力ある職場づくりを通じて、雇用対策を進めていきたいと考えております。特に、社労
士会様には、「医療労務」の問題だけでなく、今年度は「建設業の雇用管理改善」の競争入札に
つきましても、是非ともご協力をいただければ大変ありがたいと思っております。
　さて、４月１日から「改正パートタイム労働法」・「次世代育成支援対策推進法」（改正）が施
行となっております。パートタイム労働者が納得して働けるような雇用管理を行うことや、仕事
と家庭の両立を図ることが重要です。今年から、くるみん（プラチナくるみん）認定制度もあり
ますので、この認定を受けていただくよう、引き続き事業主の皆様に働きかけていただきたいと
思います。労務管理の見直し、職場環境の整備にあたっては、専門知識を有します社労士の皆様
のアドバイスをよろしくお願いいたします。
　次に、労働災害の発生の状況は、平成26年度の確定値で、1,269件、対前年比3.7％増となって
おります。死亡者数については倍増の14件です。今年度は労働災害を減らすべく更に一層の取組
強化をしていきたいと考えております。安全衛生の推進につきましても、ご支援ご協力をお願い
したいと考えております。
　ここで、最近の流れについてご説明させていただきます。昨年末から、働き方改革を推進して
おります。人口減少化の中、今までの働き方を見直して、労働者の方々が生活スタイル、家庭責任、
地域貢献に対応していけることが喫緊の課題となっております。青森労働局でも、今年１月に「働
き方改革推進本部」を設けております。次に、３月末には、総理より「夏の生活スタイル変革」・
通称「ゆう活」の指示がありました。昔で言うサマータイム制度の様なものであります。今回は
出来る企業から取組を進める形となっております。青森労働局でも、夏の期間の朝方勤務とかフ
レックスタイム制の活用等、企業の実情に応じた取組を図る様、県内の労使団体に対し要請を行っ
ております。人口減少の中、魅力ある地域社会をつくり社会経済を維持していく上で、これまで
の働き方を見直して、効率的な働き方を進めることが重要となっております。是非とも社労士の
皆様におかれましては、訪問先の企業等に働きかけていただき、ご尽力いただければ大変ありが
たいと思っております。今後とも労務管理の専門家である皆様方と社労士会様と連携を密にしな
がら、県内で働く人々、事業主の皆様のために、積極的に推進するとともに、制度の充分な周知
を図っていきたいと考えております。
　最後になりますが、昨年の社労士法の改正で、業務の拡大も図られ、皆様方におかれましては
益々のご活躍を期待しております。貴会及び会員の皆様の今後の益々のご発展と、本日ご参集の
皆様ご多幸ご健勝を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。本日はおめでとう
ございました。

青森労働局長　友　藤　智　朗青森労働局長　友　藤　智　朗
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ご支援により、昨年の11月14日第187回臨時国会において可決・成立いたしました。
　今回の法改正項目は３つございます。第１は個別労働紛争に関する民間紛争解決手続における
紛争の目的の価額の上限の引上げ、第２は補佐人制度の創設、第３は社員が一人の社労士法人制
度の創設でございます。紛争目的価額の上限の引上げと補佐人制度の創設に関しましては、既に
本年４月１日から施行されており、一人法人に関しましては、平成28年１月１日から施行される
こととなっております。
　連合会におきましてもこれらの改正項目について円滑に運用できるよう必要な措置を講じてま
いる所存でございますので、引き続き会員の皆様方のお力添えを賜りますようお願い申し上げま
す。
　さて、今年度連合会が重点的に取り組んでまいりますと事業といたしましては、社労士制度推
進戦略室が掲げている「５つの柱」を中心とした事業を引き続き展開してまいります。
　第１の柱は、「社労士のビジネス業域の拡大」でございます。
　特に医療分野に関しましては、昨年11都県の社労士会で試行的に実施した医療機関を対象とす
る電話相談対応等のモデル事業の実績を踏まえて、医療労務コンサルタント制度の更なる充実を
図ってまいります。また、社労士が関与する経営労務監査を見据えたサイバー法人台帳ＲＯＢＩ
ＮＳを利用した経営労務診断サービス事業も強力に推進してまいります。
　第２の柱は、「社労士の社会貢献活動」でございます。
　連合会が推進する様々な事業の根底にはすべからく社会貢献の要素が含まれていると考えてお
ります。そのような中で、これまで取り組んでまいりました次世代を担う学生に向けた学校教育
事業や厚生労働省ほか関係行政機関への協力などを通じて、専門家としての社会貢献を果たして
まいりたいと考えております。
　第３の柱は、「社労士の業域保全」でございます。
　近年、非社労士による業務侵害行為が散見されることから、都道府県会との連携により情報収
集を徹底し、このような行為があった場合には厳格に対処するとともに、未然防止への取り組み
についても積極的に推進してまいります。
　第４の柱は、「広域的な広報活動の展開」でございます。
　平成30年度に控えている社労士制度創設50周年に向けて、制度の知名度を向上していかなけれ
ばなりません。国民に向けては、昨年制定したキャッチコピーや、社労士業務を紹介する動画及
びポスターを有効に活用した活動を展開してまいります。一方で、社労士に向けては、有益な情
報を速やかに月刊社労士及びホームページに展開するよう努めてまいります。
　最後の第５の柱は、「国際化事業」でございます。
　社労士制度の国際的な認知度が高まるようＩＬＯ及びＪＩＣＡ等の関係機関との連携を強化す
るために、関係機関の各種事業についても積極的に関与してまいりたいと考えております。
　また、インドネシア共和国から要請されております社会保障制度構築支援について、引き続き
協力してまいりますとともに、韓国、中国などの関係各国とも良好な関係が構築できるよう努め
てまいります。
　加えて、注目度の高いマイナンバー制度でございますが、社労士業務に及ぼす影響に鑑み、当
該制度の概要及び政府発表のガイドラインに基づくセキュリティ対策等に関する説明会を開催い
たしました。
　そして、平成28年１月から当該制度の運用が開始されることとなっておりますので、会員の皆
様方の業務が円滑に推進することができるよう、今年度も引き続き必要な措置を講じてまいりま
す。
　その他にも連合会では、様々な事業を展開し、社労士制度の発展に尽力してまいりたいと考え
ておりますので、会員の皆様方におかれましては、変わらぬご支援とご協力を賜りたいと存じま
す。
　最後になりますが、貴会の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し
上げまして、私のお祝いの言葉といたします。
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青森県社会保険労務士会役員
平成27年５月22日改選（任期２年）

役職名 氏　名 所　属 役職名 氏　名 所　属

会　　長 葛　西　一　美 青　　森 理　　事 唐　牛　光　明 青　　森

副 会 長 榊　　　秀　雄 〃 〃 油　川　安　孝 弘　　前

〃 髙　地　豊　人 弘　　前 〃 石　橋　一　恭 八　　戸

〃 石　倉　伸　一 十 和 田 〃 西　塚　洋　和 〃

専務理事 田名邉　　　收 青　　森 〃 畑　中　伊與吉 む　　つ

常務理事 桐　田　宗　美 〃 〃 山　崎　博　見 五所川原

〃  島　守　雅　之 八　　戸 監　　事 葛　西　一　栄 青　　森

理　　事 今　　　善　樹 青　　森 〃 西　野　恭　通 十 和 田

青森県社会保険労務士政治連盟役員
平成27年５月22日改選（任期２年）

役職名 氏　名 所　属 役職名 氏　名 所　属

名 誉 会 長 中　村　甲子男 八　　戸 幹　　事 榊　　　直　哉 青　　森

会　　　長 榊　　　秀　雄 青　　森 〃 宇　野　誠　一 弘　　前

副　会　長 葛　西　一　美 青　　森 〃 坂　下　武　治 八　　戸

〃 石　橋　一　恭 八　　戸 〃 島　守　雅　之 〃

幹　事　長 油　川　安　孝 弘　　前 〃 杉　本　秀　俊 む　　つ

幹事長代理 山　崎　博　見 五所川原 〃 伊　藤　昭　治 十 和 田

幹　　　事 成　田　光一郎 青　　森 監　　事 秋田谷　尚　美 青　　森

〃 唐　牛　光　明 〃 〃 齋　藤　憲　昭 〃
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青森県社会保険労務士会各委員会等役職
委  員  会  等  名  称 委 員 長 等 氏 名 副委員長等氏名 担　当　三　役

運 営 企 画 委 員 会 田名邉　　　收 石倉副会長

総 務 広 報 委 員 会 唐　牛　光　明 葛　西　周　吾
西　山　道　衛 石倉副会長

財   務   委   員   会 桐　田　宗　美 石倉副会長

研   修   委   員   会 油　川　安　孝 葛　西　康　也 榊　副会長

調 査 企 画 委 員 会 島　守　雅　之 石倉副会長

青　年　委　員　会 齋　藤　憲　昭 西　野　恭　通
齋　藤　晃　史 石倉副会長

A D R 委 員 会 石　橋　一　恭 髙地副会長

総 合 労 働 相 談 所 髙　地　豊　人 髙地副会長

綱   紀   委   員   会 髙　地　豊　人 髙地副会長
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平成27年度　研修会
⃝青森支部（第１回研修会）
　日　　時：平成27年６月30日（火）　13：20～16：30
　場　　所：青森県観光物産館アスパム６階　岩木
　参加者数：会員39名（開業30名、非開業６名、他支部より３名）、事務職員15名、計54名

＜研修内容＞
　１．高年齢者雇用安定助成金について
　　　講師：独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構　青森支部
　　　　　　　　　　　　　 高齢障害者業務担当員　沼田　明夫　氏
　２．マイナンバー対応について
　　　講師：株式会社 セルズ　　　　　　営業推進部　佐藤　淑子　氏

研修会の様子

講師を囲んでの懇親会研修会の様子

唐牛新支部長 高齢・障害・求職者支援機構　沼田明夫氏

（株）セルズ　佐藤淑子氏
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青　　森 弘　　前 八　　戸 む　　つ 十 和 田 五所川原

支 部 長 唐牛　光明 油川　安孝 石橋　一恭 畑中伊與吉 石倉　伸一 山崎　博見

副支部長 桐田　宗美 髙地　豊人 島守　雅之 杉本　秀俊 西野　恭通 鹿内　雅信

〃 葛西　一栄 伊藤　昭治 川口　大輔

幹　　事 榊　　直哉 宇野　誠一 飯田　由紀 川端　広毅 山岸　孝行 檜川　　智

〃 葛西　周吾 古山理津子 西塚　洋和 畑中　浩美 兼平　弘枝 坂田　貞子

〃 齋藤　憲昭 鈴木　清公 山本　文吉 加藤　宗治

〃 西山　道衛

監　　事 宮古　礼二 大澤　久子 鳥井本　隆 齋藤　晃史 福田　靖一 神成修太郎

〃 秋田谷尚美 佐藤久美子 出貝　秋彦 赤崎　健一 岩根　拓史

支　部　役　員

青　森　支　部
平成27年度青森支部総会
日時：平成27年５月15日（金）16：30～
場所：わいん倶楽部
出席者数：22名

議事
第１号議案　�平成26年度事業報告承認に関する

件
第２号議案　�平成26年度収入支出決算承認に関

する件
第３号議案　�	平成27年度事業計画（案）に関する

件
第４号議案　�平成27年度収入支出予算（案）に関

する件
第５号議案　�	青森支部細則の変更について
第６号議案　�役員改選について

第１回研修会
日時：平成27年６月30日（火）13：20～16：30
場所：青森県観光物産館アスパム６階　岩木
受講者数：54名
研修内容
　「�高年齢者雇用安定助成金について」
　　講師：�独立行政法人高齢・障害・求職者雇

用支援機構青森支部
　　　　　高齢障害者業務担当員

沼田　明夫  氏
　「マイナンバー対応について」
　　講師：株式会社セルズ
　　　　　営業推進部 　　　　佐藤　淑子  氏

支 部 の 活 動 報 告



弘　前　支　部
平成27年度弘前支部総会
日時：平成27年５月14日（木）16：30～17：15
場所：ホテルナクアシティ弘前12Ｆ
　　　スカイバンケット
出席者数：22名

議事
第１号議案　平成26年度事業実施報告の件
第２号議案　平成26年度決算報告の件
第３号議案　会計監査報告の件
第４号議案　�平成27年度事業実施計画案審議の

件
第５号議案　平成27年度予算審議の件
第６号議案　弘前支部役員改選の件

八　戸　支　部
平成27年度八戸支部総会
日時：平成27年４月24日（金）17：00～
場所：八戸プラザホテル　グレースホール
出席者数：37名

議事
第１号議案　平成26年度事業報告の件
第２号議案　�平成26年度収支決算書報告・監査

報告の件
第３号議案　�平成27年度事業計画書案審議の件
第４号議案　�平成27年度収支予算書審議の件
第５号議案　役員改選の件

む　つ　支　部
平成27年度むつ支部総会
日時：平成27年５月20日（水）18：00～
場所：むつグリーンホテル

議事
第１号議案　平成26年度事業報告承認の件
第２号議案　�平成26年度収支決算承認の件
　　　　　　監査報告
第３号議案　�平成27年度事業計画（案）承認の件
第４号議案　�平成27年度収支予算（案）承認の件

第５号議案　役員改選の件
第６号議案　その他の件

十 和 田 支 部
平成27年度十和田支部総会
日時：平成27年５月14日（木）16：00～
場所：サンロイヤルとわだ
出席者数：23名

議事
第１号議案　平成26年度事業報告承認の件
第２号議案　�平成26年度収支決算報告承認に関

する件　監査報告
第３号議案　�平成27年度事業計画（案）承認に関

する件
第４号議案　�平成27年度収支予算（案）審議に関

する件
第５号議案	� 支部役員及び県会関係役員改選

の件

五所川原支部
平成27年度五所川原支部総会
日時：平成27年５月８日（金）16：00～
場所：エルム２階文化センター
出席者数：６名

議事
第１号議案　平成26年度事業報告について
第２号議案　�平成26年度収支決算報告について

監査報告
第３号議案　平成27年度事業計画案について
第４号議案　平成27年度予算案について
第５号議案　役員改選の件
第６号議案　その他

青森県社会保険労務士会会報 平成27年8月号　⑽第123号
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今後の研修予定
⃝八戸支部第１回研修会
　・平成27年８月７日（金）
　・八戸パークホテル（研修会＆バーベキュービアガーデン）

【議事】
⑴　平成27年度通常総会議案書（案）の審議

【議事】	
⑴　�今後の作業分担割について
⑵　その他

【議事】		
⑴　�各委員会事業計画について
⑵　綱紀委員会の開催について	
⑶　その他

【議事】
⑴　年金相談窓口委託事業関係について
⑵　要望事項等について
⑶　その他

【議事】
⑴　�平成26年度事業報告書及び決算報告書の承認

に関する件
⑵　�平成27年度事業計画案及び収支予算案審議に

関する件
⑶　�連合会通常総会議事運営委員会委員等の選出

に関する件
⑷　�各道県会会長からの提案・協議事項の審議に

関する件
⑸　その他

【議事】
⑴　�各単会からの提案事項・要望事項に関する件
⑵　その他

第1回
三役会
日時／平成27年６月９日（火）11：00～
場所／ホテル青森４階「桜の間」

第1回
理事会
日時／平成27年４月20日（月）10：00～
場所／ホテル青森４階「桃の間」

第2回
理事会
日時／平成27年７月10日（金）10：30～
場所／ホテル青森３階「はまなすの間」

県会
通信

平成
27年度

年金事務所連絡会議
日時／平成27年６月８日（月）14：00～
場所／青森年金事務所３階会議室

平成
27年度

北海道・東北地域協議会会長会議
日時／平成27年６月15日（月）13：30～ 15：00
場所／札幌東急REIホテル２階「アイビー」

平成
27年度

北海道・東北地域協議会定例会議
日時／平成27年６月15日（月）15：00～ 17：00
場所／札幌東急REIホテル２階「マディソン」



事務所訪問

―開業の経緯は？
　社労士になる前は、厚労省系の社団法人にいましたが、時の人、小泉さんの一声で職場が無くなりまし
た（笑）。その段階でもういい年で、嫁も子供もいて、住宅ローンも抱えて途方に暮れていましたが・・・
幸いにして親父が社労士だったので、しばらくお世話になって背水の陣の覚悟で資格をとりました（少し
時間がかかりましたが）。まさに、藁にもすがる思いでした。

―近況について
　思うことがあって、この３月から事務所を新築し、また新たな住宅ローンを抱えました。仕事をまわし
てください（笑）。それから、皆様共通のことでしょうが、マイナンバー対策。何をどうして何とするかを
頭悩ましてます。仕事がひとつ多くなった感じですね。

―モットーについて
　「仕事を楽しむ」ですね。仏頂面しながら仕事しても決していい結果は出ないでしょうから。明日は今日
とつながっているという思いで、いい明日を迎えるために、常に向上心をもって仕事には取り組むことに
しています。

―趣味について
　仕事後酒。一言でいえば、無趣味です。美味しい日本酒を飲むために仕事しています。まあ、時々突発
的に国内小旅行をしますが。基本的にボッチが好きですね。趣味ではないですけど、好きなのは食べ歩き
です。

今回の事務所訪問は青森支部の榊直哉さんにお伺いしました。

社会保険労務士榊直哉事務所
〒038-0011  青森市篠田3-1-20
開業：平成17年12月15日

TEL　017-752-1105
FAX　017-752-1140

青森県社会保険労務士会会報 平成27年8月号　⑿第123号



〒171̶8516  東京都豊島区南長崎３丁目16番６号  http://www.kajo.co.jp/
TEL（03）3953̶5642  FAX（03）3953̶2061 （営業部）

実務参考図書のご案内

●類型と特徴を整理し、具体的問題への回答まで提示する全96問。
●整理解雇４要件や使用者責任について等、必要な基礎知識も充実。

。録収も問設るす関に ）定予行施日１月９年5102（ 法遣派正改●

労働者側＋使用者側 Q＆A 新リストラと労働法
PIPリストラ、ロックアウト解雇、追い出し部屋、ハラスメント、有期試用、成果主義、役職定年制
水谷英夫 著　2015年７月刊 A5判 304頁 本体2,900円＋税

●依頼者からの相談対応時に知っておくべき知識をまとめた129問のQ&A。
●保険・税金の基礎知識から実務での応用ポイントまで、判例や図表を交えて丁寧に解説。和解条項案、留意点一覧等の資料も充実。

弁護士・社労士・税理士が書いた
Q&A 労働事件と労働保険・社会保険・税金
加入・解雇・未払賃金・労災
中島光孝・椎名みゆき 監修　
2014年12月刊 A5判 260頁 本体2,500円＋税

●「トラブルの実態と解決処方」を85問のQ&Aで整理・解説。
●各設問につき、問題点の把握を容易にするための簡潔な回答を提示。
●近時のものを含む約750件の判例も紹介。

Q&A 現代型労働紛争の法律と実務
光前幸一・岩出誠・安達敏男・吉田幸宗 著　2013年8月刊 A5判 448頁 本体3,800円＋税

●実際の相談事例をもとに必要な知識を学べる一冊。
●大学で労働法の講師も務めた弁護士が、募集・採用から解雇・退職に至る様々なルールをQ&A形式で解説。
●参考となる法令、厚労省の指針・通達、判例を多数収録。

ケーススタディ労働法 身近な労働相談
水谷英夫 著　2013年3月刊 A5判 296頁 本体2,300円＋税

●ハラスメントとメンタル不全の現状と問題点、発生要因、加害者・使用者責任、労災、防止策、発生時の具体的対処法をコンパク
トにまとめた一冊。

●責任の根拠を示す約100の判例を収録。
●Q&A、図表、コラムを交えながら、わかりやすく解説。

予防・解決 職場のパワハラ セクハラ メンタルヘルス
使用者責任・労災・防止規定・事実調査・処分・復帰支援
水谷英夫 著　2014年1月刊 A5判 296頁 本体2,600円＋税

●この一冊で、退職金制度の仕組みと概要から制度再編・変更の現状と問題点までを把握できる。
●実際の相談対応を想定した39問のQ＆Aを収録。
●理解を促す図表や参考判例を多数収録。

退職金をめぐる法律問題
水谷英夫 著　2014年3月刊 A5判 240頁 本体2,400円＋税

●企業側と労働者側の「双方の視点」から実務を解説。
●法的解釈から手続面までを網羅的にフォロー。
●「仮に訴訟になった場合のリスクを意識した上でいかに対応していくか」までをわかりやすく解説。

未払い残業代をめぐる法律と実務
村林俊行・中田成徳 編著　2011年9月刊 A5判 312頁 本体2,800円＋税

●労働紛争トラブルを回避するための労務実務入門書。
●複雑な法律関係をやさしく表現しながら、事例形式のQ&Aで解説。
●セルフチェック式で自社の労務リスクを判定可能。

即効！チェック式！ あなたの会社の労務リスク診断
改善・対応策がよく分かるポイント134
梅本達司 著　2009年11月刊 A5判 344頁 本体2,800円＋税

青森県社会保険労務士会会報⒀　平成27年8月号 第123号
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平成27年７月１日現在会員数
支部名

会員種別 青　　森 弘　　前 八　　戸 む　　つ 十 和 田 五所川原 合　　計

開　　　業 57 25 39 13 21 11 166

非　開　業 13 8 11 2 3 0 37

合　　　計 70 33 50 15 24 11 203

氏　　名 種　別 入会日 住　　　　　　　所 TEL・FAX

野
ノ

坂
ザカ

　雅
マサ

利
トシ

開業 H27.４.１ 野坂事務所
〒035－0072　むつ市金谷1丁目14-50

TEL 0175－23－8503

蝦
エビ

名
ナ

　和
カズ

美
ミ

開業 H27.４.１ 蝦名和美社会保険労務士事務所
〒030－0121　青森市妙見2丁目20-4

TEL 017－764－3935

【入　会　者】

【諸　変　更】

氏　　名 事務所名 変更年月日 変　　更　　内　　容

榊　　秀雄 さかき経営労務管理
センター H27.３.１ 〒038-0011　青森市篠田3-1-20

TEL 017－752－1105　FAX 017－752－1140

榊　　直哉 社会保険労務士榊直
哉事務所 H27.３.１ 〒038-0011　青森市篠田3-1-20

TEL 017－752－1105　FAX 017－752－1140

千葉　祥子 さかき経営労務管理
センター H27.３.１ 〒038-0011　青森市篠田3-1-20

TEL 017－752－1105　FAX 017－752－1140

飯島　　文 千葉胃腸科内科医院 H27.３.２ 〒036-8316　弘前市石渡3-13-2
TEL 0172－36－7788

工藤　大輔 あおもり労働社会保
険労務士事務所 H27.４.１ 〒030-0142　青森市野木野尻37-142　2Ｆ

TEL 017－718－2517

福田　誠一 公益財団法人21あおもり
産業総合支援センター H27.４.１ 〒036-8097　青森市新町2-4-1　青森県共同ビル7階

TEL 017－777－4066

伊藤　鐵男 青森社会保険労務管
理事務所 H27.４.23 〒030-0921　青森市原別2-7-25



青森県社会保険労務士会会報⒂　平成27年8月号 第123号

氏　　名 支部 種別 退会日

古玉　晨二 八戸 開業 H27.3.17

中村　貴志 青森 非開業 H27.3.31

郡川千恵子 十和田 非開業 H27.5.16

【退会者】
お 悔 や み

＜八戸支部＞　古玉　晨二さん
平成27年３月16日逝去

謹んでご冥福をお祈り申し上げ
ます。

氏　　名 種　　別 変更年月日 変　　更　　内　　容

櫻庭　鐵香 開業→非開業
　　（勤務） H27.１.１

三上かおる 非開業→開業
（その他） H27.３.１

三上社会保険労務士事務所
〒036-8354　　弘前市大字上鞘師町6
TEL 0172－32－0662

小笠原真樹 非開業→開業
（その他） H27.３.３

社会保険労務士オフィス小笠原
〒039-2155　上北郡おいらせ町木ﾉ下西60－295
TEL 0178－56－2791

【種別変更】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料請求・お問い合わせは 株式会社パシフィックシステム まで 

〒106-0044 東京都港区東麻布1-5-8 TEL03(5572)6700 FAX03(5572)6701 

マイナンバーの強力な安全管理機能を搭載します。ログインユーザー権限。マイナンバー専用メニュー。 

別ＤＢ分散・暗号化保管。 

銀行でも採用している手のひら静脈認証システムへの対応 

また、全ての入出力のログ記録機能、委託業務、廃棄管理 

までサポートします。 

給与ソフトで保管するマイナンバーも連携予定です。 

 

 

PSD 社会保険労務士  

http://www.psd-soft.com/sr 

e-Gov 電子申請  大規模 LAN 対応  給与ｿﾌﾄダイレクトデータ連動機能搭載 

マイナンバー管理システム搭載予定 

 

 

 

e‐Gov一括申請はナビゲート機能搭載 

 

申請書作成は用紙イメージでかんたんに 

 

OBC・PCA・応研・弥生・MJS・ソリマチ 

＜認定ソリューション＞ 

●健康保険・厚生年金 ●雇用保険 

●労災保険給付 ●労働保険申告 

●一括有期開始届・報告書・総括表 
●電子申請処理 

●給与計算ソフトデータ連動機能 
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　本会報の作成・発行を担当しております広報委員会のメンバーが
今年度より一新しました。従来の良いものを継承しつつ「会員の
方々が知りたい情報を提供する」ことをテーマにメンバー一同ガン

4 4

バ
4

りますので、よろしくおねがいいたします。（道）

（青森支部）
蝦名　和美

　平成27年４月１日に登録させていただきました、蝦名和美と申します。
　現在、青森市妙見で開業しています。しばらく、家事と育児をしており、
仕事からも遠ざかっていたため、仕事ができる喜びを感じています。
　さらに、生まれ育った青森市で開業できることはうれしく、知識と経験の
蓄積をしていき、それを生かし、少しでも地域に貢献できればと思っており
ます。
　以前働いていた時に、常に思っていたことですが、信用を築くのにはかな
りの時間がかかりますが、信用を失うのは一瞬だということを、あらためて
肝に銘じ頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。

　趣味：家族で温泉旅行にいくこと、ラジオ体操をすること

（むつ支部）
野坂　雅利

　平成27年４月１日に登録となったむつ支部の野坂雅利と申します。７月か
ら年金事務所で窓口相談等を担当させていただいております。
　６月中は他のことが手につかない状態で年金制度や窓口装置の知識の詰め
込みの毎日でした。頭は混乱し、まだ知識が定着しておらず、憂鬱な日々を送っ
ていますが、この会報が出るころは少しでも楽な気持ちでいられるように知
識の定着に努めていきたいと思っております。

　はじめまして、この度４月
より、県会の事務局長となり
ました長内真一と申します。
60歳を機に、青森銀行の住
宅ローンの保証会社を退職
し、お世話になることになり
ました。まだ事務局の仕事が

不慣れですが、一日も早く会員の皆様のお役
にたてるよう頑張りますので、よろしくお願
いいたします。

　皆様はじめまして。事務局職
員の青木恵美子と申します。い
つも大変お世話になっておりま
す。前職では、保育士・企業で
の経理事務職を経験して参りま
した。不慣れな上に緊張しやす
い性格の為、ご迷惑をおかけす
ることも多いかと思いますが、
１日でも早く職場の環境と仕事

に慣れて、皆様のお役に立てるよう頑張ります！
ちなみに、趣味は国際交流です。共通の趣味をお
持ちの方は、ぜひお声掛け下さい♪今後ともどう
ぞ宜しくお願い致します。

事務局長
長内　真一

事務局職員
青木恵美子


